
証券コード 7619

2023年６月８日

（電子提供措置の開始日 2023年６月１日）

株 主 各 位
東京都品川区南大井三丁目２番２号

田 中 商 事 株 式 会 社

代表取締役社長 鳥 谷 部 毅

第62回定時株主総会招集ご通知

拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
さて、当社第62回定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご通知

申しあげます。
本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット

上の下記ウェブサイトに電子提供措置事項を掲載しております。

【当社ウェブサイト】
https://www.tanakashoji.co.jp/ir/meeting/

また、上記のほか、インターネット上の下記ウェブサイトにも掲載してお
ります。

【東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）】
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show
（上記の東京証券取引所ウェブサイトにアクセスいただく場合には、「銘
柄名（会社名）」に「田中商事」又は「コード」に当社証券コード
「7619」を入力・検索し、「基本情報」「縦覧書類/PR情報」を順に選択し
て、「縦覧書類」にある「株主総会招集通知/株主総会資料」欄よりご確
認ください。）

なお、当日のご出席に代えて、書面によって議決権を行使することができますので、
お手数ながら電子提供措置事項に掲載の株主総会参考書類をご検討のうえ、同封の議
決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、2023年６月22日（木曜日）午
後５時30分までに到着するようご返送くださいますようお願い申しあげます。

敬 具
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記

１. 日 時 2023年６月23日（金曜日）午前11時（午前10時受付開始）

２. 場 所 東京都品川区南大井三丁目２番２号
田中商事本社ビル７階 多目的ホール
※本総会では、お土産のご用意はございませんので、ご理解を
賜りますようお願い申しあげます。

３. 目 的 事 項

報 告 事 項 １．第62期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）事業報告、
連結計算書類ならびに会計監査人及び監査等委員会の連結計算
書類監査結果報告の件

２．第62期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）計算書類報
告の件

決 議 事 項

第１号議案
第２号議案

取締役（監査等委員である取締役を除く。）６名選任の件
退職慰労金制度廃止に伴う退職慰労金打ち切り支給の件

以 上

１．当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出く
ださいますようお願い申しあげます。なお、本総会は、ノーネクタイの「クールビ
ズ」にて対応させていただきますので、株主の皆様におかれましても軽装にてご出
席くださいますようお願い申しあげます。

２．電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内
容を掲載させていただきます。

３．ご来場なさらずとも議決権を行使いただけるよう、議決権行使書（郵送）による
事前行使を是非ご利用ください（2023年６月22日（木曜日）午後５時30分到着分ま
で有効となります）。なお、各議案につき賛否の表示がない場合は、賛成の意思表示
をされたものとして取り扱わせていただきます。
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事 業 報 告

（2022年４月１日から
2023年３月31日まで）

１．企業集団の現況
(1) 当連結会計年度の事業の状況

① 事業の経過及び成果

当連結会計年度におけるわが国経済は景気回復の期待感はありましたが、新

型コロナウイルス感染症の影響によるインフラの停滞で品不足に陥ったこと、

円安やウクライナへの軍事侵攻長期化の影響で資源･原材料価格が高騰したこと

から、需給や価格の調整に判断が難しい状況が続きました。

当社グループの属する建設関連業界におきましても同様の状況でありました。

また、公共投資･民間設備投資ともに低位に推移し利益確保に厳しい状況が続き

ました。

（当社の取り組み）

このような状況の中、当社グループにおきましては、得意先ニーズに沿った

営業活動、更なる得意先の開拓、情報管理の徹底による物件受注の増強、併せ

て人材育成の推進を図ることで経営基盤を強化し利益の確保に努めて参りまし

た。

また、子会社の株式会社カワツウと協調し、情報の共有や営業の連携を行う

ことで新たな需要の獲得へのシナジーを高めて参りました。

この結果、当連結会計年度の連結売上高は35,706,569千円(前期比107.9％)と

なり、利益面におきましては営業利益1,069,798千円(前期比101.7％)、経常利

益1,075,659千円(前期比100.8％)、親会社株主に帰属する当期純利益976,063千

円(前期比139.7％)となりました。

企業集団の商品分類別の売上高状況
（単位：千円）

商 品 類 第61期売上高 構 成 比 第62期売上高 構 成 比

電 線 類 10,682,933 32.3％ 11,754,839 32.9％

照 明 器 具 類 5,678,197 17.2 5,715,258 16.0

配 ・ 分 電 盤 類 8,104,820 24.5 7,957,791 22.2

家 電 品 類 5,138,036 15.5 6,302,662 17.6

そ の 他 3,479,226 10.5 3,976,016 11.3

合 計 33,083,214 100.0 35,706,569 100.0
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② 設備投資の状況

当連結会計年度中において実施いたしました当企業グループの設備投資の総

額は972,215千円であります。

これは主に、城東営業所建替えによる建物取得及び大阪南営業所移転用地取

得によるものであります。当該設備投資の資金は、自己資金にて充当しており

ます。

③ 資金調達の状況

当連結会計年度において、特記すべき事項はありません。

④ 事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況

該当事項はありません。

⑤ 他の会社の事業の譲受けの状況

該当事項はありません。

⑥ 吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状

況

該当事項はありません。

⑦ 他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況

当社は、2022年11月１日に株式会社三永興産の全株式を取得し完全子会社と

致しました。

また、2023年２月１日に非連結子会社であった株式会社木村電気工業の清算

を結了しております。

(2) 財産及び損益の状況

企業集団の財産及び損益の状況

区 分
第59期

(2020年３月期)
第60期

(2021年３月期)
第61期

(2022年３月期)

第62期
(当連結会計年度)
(2023年３月期)

売 上 高(千円) 32,430,227 30,737,481 33,083,214 35,706,569

経 常 利 益(千円) 1,236,732 1,049,267 1,067,056 1,075,659

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

(千円) 861,581 691,134 698,596 976,063

１株当たり当期純利益 (円) 97.82 78.47 81.19 115.46

総 資 産(千円) 24,397,845 24,522,312 25,242,038 27,672,226

純 資 産(千円) 11,965,659 12,476,637 12,742,039 13,559,008

１株当たり純資産額 (円) 1,358.52 1,416.54 1,511.81 1,600.78

(注）第61期より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31

日）等を適用しており、第61期以降の財産及び損益の状況については、当該会計

基準等を適用した後の数値を記載しています。
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(3) 重要な親会社及び子会社の状況

① 親会社との関係

該当事項はありません。

② 重要な子会社の状況

会 社 名 資 本 金 当社の議決権比率 主 要 な 事 業 内 容

株式会社カワツウ 10,000千円 100.0％ 弱電、防災設備等の施工

(4) 対処すべき課題

今後の経営環境につきましては、新型コロナウイルス感染症が収束に向かう

ことで抑制されていた人の動きや物の流れが活性化し、経済･社会活動が正常化

へ向かうと期待するものの、エネルギーや食品をはじめ多種多様な商品の値上

げが現実になっていることから消費や設備投資に楽観できない状況であると考

えております。加えて、海外景気の下振れが国内経済を下押しするリスクとな

っており、情勢不安や金融引き締めなど市場への影響に注意が必要な状況が続

いていくものと予想されます。

当企業グループの属する建設関連業界におきましては、2024年問題や人手不

足による現場人件費増、資材価格の高騰が続くことが予測できることから受注

環境は厳しい状況と見込んでおります。

このような環境のもと当企業グループにおきましては、訪問強化による得意

先との強固な関係の構築及び顧客の開拓、情報管理による物件受注強化、個々

の水準や目的に配慮した人材育成の推進を継続し経営基盤強化に取り組んでま

いります。

(5) 主要な事業内容（2023年３月31日現在）

電気材料及び電気器具の卸売
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(6) 主要な営業所（2023年３月31日現在）

① 当社

名 称 所 在 地

本 社 東 京 都 品 川 区

東 京 営 業 所 東 京 都 品 川 区

城 西 営 業 所 東 京 都 杉 並 区

多 摩 営 業 所 東 京 都 三 鷹 市

城 北 営 業 所 東 京 都 練 馬 区

城 南 営 業 所 東 京 都 世 田 谷 区

八 王 子 営 業 所 東 京 都 八 王 子 市

町 田 営 業 所 東 京 都 町 田 市

城 東 営 業 所 東 京 都 葛 飾 区

埼 京 営 業 所 東 京 都 足 立 区

千 葉 営 業 所 千 葉 県 千 葉 市

船 橋 営 業 所 千 葉 県 船 橋 市

松 戸 営 業 所 千 葉 県 松 戸 市

王 子 営 業 所 東 京 都 北 区

江 東 営 業 所 東 京 都 江 東 区

所 沢 営 業 所 埼 玉 県 入 間 郡

大 宮 営 業 所 埼 玉 県 さ い た ま 市

川 越 営 業 所 埼 玉 県 川 越 市

川 口 営 業 所 埼 玉 県 川 口 市

越 谷 営 業 所 埼 玉 県 越 谷 市

熊 谷 営 業 所 埼 玉 県 熊 谷 市

宇 都 宮 営 業 所 栃 木 県 宇 都 宮 市
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名 称 所 在 地

札 幌 営 業 所 北 海 道 札 幌 市

釧 路 営 業 所 北 海 道 釧 路 市

函 館 営 業 所 北 海 道 函 館 市

札 幌 東 営 業 所 北 海 道 札 幌 市

仙 台 営 業 所 宮 城 県 仙 台 市

郡 山 営 業 所 福 島 県 郡 山 市

八 戸 営 業 所 青 森 県 八 戸 市

横 浜 営 業 所 神 奈 川 県 横 浜 市

横 浜 南 営 業 所 神 奈 川 県 横 浜 市

京 浜 営 業 所 神 奈 川 県 横 浜 市

川 崎 営 業 所 神 奈 川 県 川 崎 市

相 模 原 営 業 所 神 奈 川 県 相 模 原 市

川 崎 北 営 業 所 神 奈 川 県 川 崎 市

静 岡 営 業 所 静 岡 県 静 岡 市

沼 津 営 業 所 静 岡 県 沼 津 市

富 士 営 業 所 静 岡 県 富 士 市

藤 枝 営 業 所 静 岡 県 藤 枝 市

浜 松 営 業 所 静 岡 県 浜 松 市

豊 橋 営 業 所 愛 知 県 豊 橋 市

名 古 屋 営 業 所 愛 知 県 名 古 屋 市

大 阪 営 業 所 大 阪 府 大 阪 市

大 阪 南 営 業 所 大 阪 府 大 阪 市

神 戸 営 業 所 兵 庫 県 神 戸 市

福 岡 営 業 所 福 岡 県 福 岡 市

熊 本 営 業 所 熊 本 県 熊 本 市

小 倉 営 業 所 福 岡 県 北 九 州 市
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② 子会社

名 称 所 在 地

株 式 会 社 カ ワ ツ ウ 神 奈 川 県 川 崎 市

(7) 使用人の状況（2023年３月31日現在）

① 企業集団の使用人の状況

使 用 人 数 前 連 結 会 計 年 度 末 比 増 減

437名 5名増

② 当社の使用人の状況

使 用 人 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

421名 7名増 39.3歳 13.3年

(8) 主要な借入先の状況（2023年３月31日現在）

借 入 先 借 入 額

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 1,600,000千円

株 式 会 社 三 菱 UFJ 銀 行 1,000,000

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 900,000

三 井 住 友 信 託 銀 行 株 式 会 社 400,000

り そ な 銀 行 200,000

(9) その他企業集団の現況に関する重要な事項

該当事項はありません。
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２．会社の現況
(1) 株式の状況（2023年３月31日現在）

① 発行可能株式総数 35,328,000株

② 発行済株式の総数 8,832,000株

③ 株主数 3,204名

④ 大株主

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

河 合 宏 美 1,326千株 15.7％

河 合 き よ 子 1,325 15.6

ステート ストリート バンク アンドトラスト クライアント
オムニバス アカウント オーエムゼロツー ５０５００２

480 5.7

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口) 474 5.6

田 中 商 事 従 業 員 持 株 会 193 2.3

ト ウ テ ッ ク 株 式 会 社 183 2.2

岡 三 証 券 株 式 会 社 150 1.8

庄 司 健 一 150 1.8

株式会社日本カストディ銀行(信託口) 115 1.4

森 田 健 113 1.3

（注）当社は、自己株式361,757株を保有しておりますが、上記大株主から除いております。
また、持株比率は自己株式を控除して計算しております。

⑤当事業年度中に職務執行の対価として会社役員に交付された株式の状況
当事業年度中に交付した株式報酬の内容は次のとおりです。
当社は、当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）に、当社の企業価値

の持続的な向上を図るインセンティブを付与すると共に、株主の皆様との一層の
価値共有を進めることを目的として、当社の取締役を対象とする報酬制度として、
譲渡制限付株式報酬制度を導入しております。
・取締役、その他の役員に交付された株式の区分別合計

役 員 区 分 株 式 数 交付された者の人数

取 締 役 ( 監 査 等 委 員 を 除 く。)
( 社 外 取 締 役 を 除 く。)

41千株 ６名

取 締 役 ( 監 査 等 委 員 )
( 社 外 取 締 役 を 除 く。)

－ －

社 外 取 締 役 ( 監 査 等 委 員 ) － －
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(2) 新株予約権等の状況

該当事項はありません。

(3) 会社役員の状況

① 取締役の状況（2023年３月31日現在）

会社における地位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 社 長 鳥谷部 毅

専 務 取 締 役 安 部 安 生 営業本部長

常 務 取 締 役 山 口 智 管理本部長兼仕入部長

取 締 役 春 日 国 敏 総務部長兼経理部長兼経営企画担当

取 締 役 伊 藤 淳 営業副本部長兼西部エリア事業部長

取 締 役 玉 木 修 クリエイション事業部長

取締役（監査等委員・常勤） 倉 田 修 至

取締役（監査等委員） 福 田 大 助
弁護士
株式会社ＬＡホールディングス社外取締役

取締役（監査等委員） 川 本 典 行 税理士

（注）１．取締役（監査等委員）福田大助氏及び川本典行氏は、社外取締役であります。
なお、当社は、取締役（監査等委員）川本典行氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員

として指定し、同取引所に届け出ております。
２．取締役（監査等委員）川本典行氏は、以下のとおり、財務及び会計に関する相当程度の知見
を有しております。
・取締役（監査等委員）川本典行氏は、税理士の資格を有しております。

３．当社は、監査等委員の監査・監督機能を強化し、日常的な情報収集及び重要な社内会議への
出席による情報共有並びに内部監査部門と監査等委員会との十分な連携を可能にするため、倉
田修至氏を常勤の監査等委員として選定しております。

② 事業年度中に退任した取締役

氏 名 退任日 退任事由
退任時の地位・担当及び

重要な兼職の状況

早川 益男 2022年６月24日 任期満了 取締役（監査等委員・常勤）
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③ 当事業年度に係る取締役の報酬等

イ．取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針に関する事項

当社は、取締役会において取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方

針を決議しております。その概要は以下のとおりであります。

・基本方針

取締役の報酬等は、各事業年度における業績の向上及び中長期的な企業

価値の向上に対する取締役の貢献意欲等を高めることを目的としておりま

す。

・報酬等構成

取締役の報酬等は職位等に応じた毎月の固定報酬（法人税法第34条第１

項第１号に定める定期同額給与、以下、「定期同額給与」という。）、業績連

動報酬（法人税法第34条第１項第３号に定める利益連動給与、以下、「利益

連動給与」という。）及び株式報酬で構成しております。

ただし、監査等委員である取締役については、その職務から、定期同額

給与のみとしております。

・報酬等構成割合

取締役の報酬等構成割合については、業績指標100%達成時において、対

象取締役の報酬総額における報酬割合は、概ね金銭報酬：株式報酬＝８：

２、定期同額給与：利益連動給与：株式報酬＝６：２：２となるように支

給するものとしております。

・報酬等を与える時期又は条件の決定

（定期同額給与）

定期同額給与は職位等を基に各人ごとに定め、在任期間中に毎月支給す

るものとしております。

（利益連動給与）

利益連動給与である役員賞与は、年１回、事業年度終了後、社内での決

裁手続きを経て、４ヵ月以内に支給するものとします。

（株式報酬）

非金銭報酬は、当社の取締役(監査等委員である取締役及び社外取締役を

除く)に対して企業価値の持続的な向上を図るインセンティブを与えるとと

もに、長期安定的な株式保有の促進と、株主の皆様との一層の価値共有を

進めることを目的として、取締役（監査等委員である取締役及び社外取締

役を除く）に対して譲渡制限付株式の付与のための報酬を、毎年６月に開

催される定時株主総会終了後１か月以内に支給します。

対象取締役は、当報酬の全部を現物出資財産として払い込み、当社の普

通株式について発行または処分を受けます。
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（退職慰労金）

株主総会の決議の範囲内で一時金として支給するものとします。

2022年７月22日開催の取締役会において、2022年３月31日をもって監査

等委員である取締役を除く取締役（以下、対象取締役という。）に対する役

員退職慰労金制度の廃止を決議したことにより、制度廃止日以降役員退職

慰労引当金の繰入を実施しておりません。

従いまして、当連結会計年度末における対象取締役に対する役員退職慰

労引当金残高は2022年３月31日時点における金額であります。

本総会における第２号議案が承認可決されますと、現在、在任中の取締

役６名に対し、退職慰労金制度廃止までの在任期間の労に報いるため、当

社所定の基準に従い相当額の範囲内において、退職慰労金を打ち切り支給

いたしたいと存じます。

なお、支給の時期につきましては、各取締役の退任時とし、その具体的

な金額、方法等につきましては、取締役会にご一任いただきたいと存じま

す。

ロ．取締役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項

監査等委員を除く取締役の報酬等限度額は、2021年６月25日開催の第60回

定時株主総会において、年額２億5,000万円以内（固定的な基本報酬の上限２

億円、業績連動賞与の上限5,000万円 ただし、使用人分給与は含まない。）

と決議いただいております。当該定時株主総会終結時の監査等委員を除く取

締役の員数は６名であります。また、2022年６月24日開催の第61回定時株主

総会において、上記の報酬等限度額とは別枠で取締役（監査等委員である取

締役及び社外取締役を除く。）に対して譲渡制限付株式の付与のための金銭報

酬を支給する事となり金銭報酬総額は年額5,000万円以内、譲渡制限付き株式

の付与のための金銭報酬制度により発行又は処分される当社普通株式の総数

は年83,000株以内と決議いただいております。当該定時株主総会終結時の監

査等委員を除く取締役の員数は６名であります。監査等委員である取締役の

報酬等限度額は、2016年６月29日開催の第55回定時株主総会において、年額

2,400万円以内と決議いただいております。当該定時株主総会終結時の監査等

委員である取締役の員数は３名であります。
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ハ．取締役の個人別の報酬等の内容の決定に係る委任に関する事項

取締役の個別定期同額給与決定につきましては第60回定時株主総会で決議

いただいた総額の範囲内で、また株式報酬につきましては2022年６月24日開

催の第61回定時株主総会で決議いただいた総額の範囲内で各取締役の職位等

を勘案した報酬等案を作成し、社外取締役が出席している取締役会で検討し、

具体的な内容の決定については代表取締役社長鳥谷部毅に一任する旨の決議

をしております。代表取締役社長に本権限を委任した理由は、当社全体の業

績を俯瞰しつつ各取締役の担当事業の評価を行うには代表取締役社長が最も

適しているからであります。また、社外取締役の適切な関与のもと検討する

ことで、客観性、公平性、透明性が担保されていると考えております。

取締役会は当該手続きを経て取締役（監査等委員である取締役を除く。）の

個人別報酬等が決定されていることから、その内容は決定方針に沿うもので

あると判断しております。また、監査等委員である取締役の個別報酬につい

ては、監査等委員の協議によって決定しております。

当社の当事業年度における報酬等の額の決定については、2022年６月に取

締役会より委任された代表取締役社長鳥谷部毅が、定期同額給与の2022年７

月から2023年６月分を決定しております。利益連動給与は、2023年３月期の

当社の税引前当期純利益を基に「ホ．業績連動報酬等に関する事項」に従い

決定しております。

ニ．取締役の報酬等の総額等

役員区分
報酬等の総額

(千円)

報酬等の種類別の総額(千円) 対象となる

役員の員数

(人)固定報酬 業績連動報酬等 非金銭報酬 退職慰労金

取締役(監査等委員を除く。)

(社外取締役を除く。)
166,060 122,115 26,200 17,745 － 6

取締役(監査等委員)

(社外取締役を除く。)
4,800 4,600 － － 200 2

社外取締役(監査等委員) 4,650 4,550 － － 100 2

（注）１．退職慰労金は、当事業年度に計上した役員退職慰労引当金繰入額であります。
なお、2022年７月22日開催の取締役会において、2022年３月31日をもって監査等委員である
取締役を除く取締役に対する役員退職慰労金制度の廃止を決議したことにより、制度廃止日
以降役員退職慰労引当金の繰入を実施しておりません。

２．上記の取締役（監査等委員）の支給人員には、2022年６月24日開催の第61回定時株主総会の
終結の時をもって退任した取締役（監査等委員）１名を含んでおります。
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ホ．業績連動報酬等に関する事項

監査等委員である取締役を除く取締役に対する利益連動給与の算定方法に

ついては、毎月の定期同額給与に加え、以下の算定方法等に基づき、法人税

法第34条第１項第３号に定める利益連動給与に該当する役員報酬を支給して

おります。

ａ．取締役に支給する利益連動給与の総額は、当社の税引前当期純利益に２

％を乗じた金額とし、その上限を50,000千円とします。

ｂ．各取締役に支給する利益連動給与は、期中平均の個人月額報酬金額を、

支給対象取締役全員の期中平均個人月額報酬金額の合計で除した係数に

「ａ．」の総額を乗じた金額とし、100千円未満の金額は切捨てとします。

算定基準に当社の税引前当期純利益を採用している理由は、業績向上への

意欲や士気を一層高めることができると考えているためであります。なお、

当期の当社の税引前当期純利益は1,322,875千円であります。

ヘ．非金銭報酬等の内容

取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く。）に当社の企業価

値の持続的な向上を図るインセンティブを付与すると共に、株主の皆様との

一層の価値共有を進めることを目的として、譲渡制限付株式報酬制度（以下

「本制度」といいます。）を導入しております。

2022年６月24日開催の第61回定時株主総会において、本制度に基づき、譲

渡制限付株式の付与に係る現物出資財産として、既存の取締役の金銭報酬枠

とは別枠で、対象取締役に対して年額50百万円以内の金銭報酬債権を支給す

ること、本制度に基づき発行又は処分される当社の普通株式の総数は年

83,000株以内とすること、及び、譲渡制限付株式の譲渡制限期間は譲渡制限

付株式の交付日から当該対象取締役が当社の取締役その他当社取締役会で定

める地位を喪失する日までとすることにつき、決議をいただいております。

④ 責任限定契約の内容の概要

当社は、社外取締役である福田大助氏及び川本典行氏との間で、会社法第427

条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を

締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、会社法第425条

第１項に定める最低責任限度額としております。
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⑤ 役員等賠償責任保険契約に関する事項

当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険

会社との間で締結しており、当該保険契約の被保険者は当社の取締役（監査等

委員である取締役を含む。）、執行役員及び子会社の社長であります。被保険者

が会社の役員としての業務につき行った行為（不作為を含む。）に起因して損害

賠償請求がなされたことにより、被保険者が被る損害賠償金や争訟費用等を補

償することとされております。ただし、贈収賄などの犯罪行為や意図的に違法

行為を行った役員自身の損害等は補償対象外とすることにより、役員等の職務

の執行の適正性が損なわれないように措置を講じております。

すべての被保険者について、その保険料のうち約８％を負担しております。

⑥ 社外役員に関する事項

イ．社外取締役の重要な兼職の状況（他会社の業務執行者である場合）

該当事項はありません。

ロ．社外取締役（監査等委員）の重要な兼職の状況（他会社の社外役員である

場合）

社外取締役（監査等委員）福田大助氏は、株式会社ＬＡホールディングス

の社外取締役を兼務しております。なお、同社と当社との間には資本関係及

び取引関係はありません。

⑦ 社外役員の主な活動状況

区 分 氏 名 主な活動状況

取 締 役
（監査等委員）

福 田 大 助

当事業年度開催の取締役会22回のうち22回出席し、必要
に応じ、主に弁護士としての専門知識的見地から、取締
役会において、取締役会の意思決定の妥当性・適正性を
確保するための発言を行っております。また、監査等委
員会15回のうち15回出席し、主に当社のコンプライアン
ス面について適宜、必要な発言を行っております。

取 締 役
（監査等委員）

川 本 典 行

当事業年度開催の取締役会22回のうち22回出席し、必要
に応じ、主に税理士としての専門知識的見地から、取締
役会において、取締役会の意思決定の妥当性・適正性を
確保するための発言を行っております。また、当事業年
度開催の監査等委員会15回のうち14回出席し、主に当社
の内部統制システムについて適宜、必要な発言を行って
おります。
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(4) 会計監査人の状況

① 名称

東陽監査法人

② 報酬等の額

支 払 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 29,400千円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の
利益の合計額

29,400

（注）当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監
査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る会計
監査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。
なお、監査等委員会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積の
算出根拠等が適切であるかどうかについて必要な検討を行ったうえで、会計監査人の報酬等の額
について同意の判断をいたしました。

③ 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針

監査等委員会は、会社都合の場合の他以下の事由が生じた場合に、取締役会

に対し、会計監査人の解任又は不再任に関する議案を株主総会に付議するよう

請求いたします。

イ．会計監査人が会社法第340条第１項に定められている解任事由に該当する状

況にあり、かつ改善の見込みがないと判断された場合

ロ．監督官庁から監査業務停止処分を受ける等当社の監査業務に重大な支障を

きたす事態が生じた場合等

④ 責任限定契約の内容の概要

当社は、現行定款において、会計監査人との間に責任限定契約に関する規定

を設けております。当該定款に基づき、当社が会計監査人と締結した責任限定

契約の内容の概要は次のとおりであります。

(会計監査人の責任限定契約)

会計監査人は、本契約締結後、会社法第423条第１項の責任について、その職

務を行うにあたり善意且つ重大な過失がなかった場合は、法令に定める最低責

任限度額を限度として損害賠償責任を負うものとする。
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(5) 業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況

① 業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要

2023年３月31日現在、当社が取締役会において定めている取締役の職務の執

行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務の適

正を確保するための体制についての決定内容の概要は以下のとおりであります。

イ．当社及びその子会社の取締役・使用人の職務の執行が法令及び定款に適合

することを確保するための体制

当社及びその子会社は、企業倫理綱領をはじめとするコンプライアンス体

制にかかる規定を役職員が法令・定款及び社会規範を遵守した行動をとるた

めの行動規範とする。また、その徹底を図るため、当社総務部においてコン

プライアンスの取り組みを横断的に統括することとし、社会の秩序や企業の

健全な活動に脅威を与える反社会的勢力に対しては、組織として、毅然とし

た態度で臨み一切の関係を遮断することを定め、同部を中心に役職員教育等

を行う。

当社内部監査室は、総務部と連携の上、コンプライアンスの状況を監視す

る。これらの活動は定期的に取締役会及び監査等委員会に報告されるものと

する。法令上疑義のある行為について従業員が直接情報提供を行う手段とし

てホットラインを設置・運営する。

ロ．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

当社は、文書取扱規程、文書保存規程、機密保持規程、その他文書及び情

報に関する規程（以下、関連規程等という）に従い、取締役の職務執行に係

る情報を文書又は電磁的媒体（以下、文書等という）に記録し、保存する。

取締役は、関連規程等により、常時これらの文書などを閲覧できるものとす

る。

ハ．当社及びその子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制

当社及びその子会社は、コンプライアンス、災害、品質、情報セキュリテ

ィ等に係るリスクについては、それぞれの会社にて、規則・ガイドラインの

制定、研修の実施、マニュアルの作成・配布等を行うものとし、組織的横断

的リスク状況の監視及び全社的対応は当社総務部が行うものとする。新たに

生じたリスクについては当社取締役会において速やかに対応責任者となる取

締役を定める。

ニ．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

取締役会は取締役、社員が共有する全社的な目標を定め、業務担当取締役

はその目標達成のために各部門の具体的目標及び会社の権限分配・意思決定

ルールに基づく権限分配を含めた効率的な達成方法を定め、ＩＴを活用して

取締役会にて定期的に進捗状況をレビューし、改善を促すことを内容とする

全社的な業務の効率化を実現するシステムを構築する。
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ホ．当社及びその子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するため

の体制

当社は、当社の子会社の経営意思を尊重しつつ、企業集団における経営効

率の向上を図るため当社が定める子会社管理規程に基づき、一定の事項につ

いては当社に事前協議を求めるとともに、当社の子会社の経営内容を的確に

把握するための関係資料等の提出を求め、必要に応じて当社が当該子会社に

対し指導を行うことにより、当社の子会社の経営管理を行う。

当社取締役会には当社子会社の取締役を定期的に参加させ、その経営状況

のモニタリングを適宜行う。また、当社は業務の適正性を確保するために、

内部監査室が業務監査活動を行うとともに、当社グループの各部門との情報

交換を定期的に実施する。

ヘ．監査等委員会の職務を補助すべき使用人に関する事項並びにその使用人の

取締役（監査等委員である取締役を除く。）からの独立性に関する事項

監査等委員会は、内部監査室所属の職員に監査業務に必要な事項を命令す

ることができるものとし、監査等委員会より監査業務に必要な命令を受けた

職員はその命令に関して、取締役（監査等委員である取締役を除く。）、内部

監査室長等の指揮命令を受けないものとする。

ト．当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人並びにその子

会社の取締役、監査役及び使用人又はこれらの者から報告を受けた者が当社

の監査等委員会に報告するための体制、その他の監査等委員会への報告に関

する体制

当社監査等委員は、取締役会のほか経営会議などの重要な会議に出席し、

適宜意見を述べるとともに、主要な稟議書及び業務執行に関する重要な文書

を閲覧し、必要に応じて取締役（監査等委員である取締役を除く。）又は使用

人等に対して報告を求める。

当社及び子会社の取締役又は使用人は、監査等委員会に対して、法定事項

に加え、会社に重大な影響を及ぼす事項、内部監査の実施状況、コンプライ

アンス・ホットラインによる通報状況及びその内容を速やかに報告する。監

査等委員会は内部監査室及び会計監査人と連携して問題点の把握・改善勧告

等を行う。

チ．前号の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受

けないことを確保するための体制

監査等委員会への報告をした者が、当該報告をしたことを理由に不利益な

取扱いを受けないことを「企業倫理綱領」に明記し、当社及びグループ会社

の取締役及び使用人等に周知徹底する。

リ．監査等委員の職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に

関する事項

監査等委員が、その職務の執行について生じる費用の前払などの請求をし

たときは、当該監査等委員の職務の執行に必要でないと認められた場合を除

き、当社は速やかに当該請求に応じるものとする。
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ヌ．その他当社の監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するため

の体制

監査等委員会と代表取締役会長、代表取締役社長との間の定期的な意見交

換会を設定する。

ル．財務報告の信頼性を確保するための体制

金融商品取引法に定める財務計算に関する書類その他の情報の適正性を確

保するため、社内規程を制定し、当該規程に基づき、財務報告に係る内部統

制の構築、評価及び報告に関し適切な運営を図るとともに、その評価結果を

取締役会に報告する。

② 業務の適正を確保するための体制の運用状況

イ．コンプライアンスについては、当社及びその子会社の役職員に対して、企

業倫理綱領の再確認となる社内研修を開催するなど、コンプライアンス意識

の浸透を図っております。

ロ．当社及びその子会社の事業の報告については、定期的に当社取締役会のみ

ならず社内の重要な会議で報告がなされ、改善が必要な課題等が発生した場

合には適時関係部署への指示を行っております。

ハ．金融商品取引法に基づく財務報告に係る内部統制の有効性の評価を実施し、

当事業年度において重大な違反は見当たらず、内部統制は適切に運用されて

います。
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(6) 剰余金の配当等の決定に関する方針

当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の重要課題のひとつとして位置づ

け、中長期的な視野に立った事業展開を推進することにより、グループ全体での

企業価値向上に努めております。

配当につきましては、継続的かつ安定的に実施していくことを基本としつつ、

各期の業績、経済状況に内部留保の状況、資本政策等を総合的に勘案して決定し

て参ります。

内部留保資金につきましては、将来の成長のために必要な投資等に充てること

を通じて、収益力の向上に努めるとともに、財務体質の改善・強化を進めて参り

ます。

また、業績に応じた利益配分を考慮する上で、基準とする配当性向につきまし

ては、当面の間、原則として親会社株主に帰属する当期純利益の20％から30％程

度を目安といたします。

剰余金の配当につきましては、会社法第459条第１項及び第460条第１項に基づ

き、取締役会の決議によって定める旨を定款に定めております。

これに基づき、定款に定める基準日である中間及び期末に、年２回の配当を取

締役会決議により実施することを基本としております。それ以外を基準日とする

配当を行う場合には、別途取締役会にて基準日を設定したうえで行います。

当事業年度の期末配当金につきましては、上記の基本方針等を勘案し、当社定

款の規定に基づき、2023年５月12日開催の取締役会にて１株当たり20円、効力発

生日を2023年６月26日とする決議をいたしました。これにより、すでに実施いた

しました中間配当金１株当たり10円を加えました年間配当金は、１株当たり30円

となります。

（注）本事業報告中の記載金額及び株式数は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。た
だし、比率の表示については四捨五入を行っております。
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連 結 貸 借 対 照 表
（2023年３月31日現在）

(単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額

（ 資 産 の 部 ） （ 負 債 の 部 ）

流 動 資 産 15,373,269 流 動 負 債 11,896,898

現 金 及 び 預 金

受取手形、売掛金及び契約資産

電 子 記 録 債 権

商 品

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物

土 地

そ の 他

無 形 固 定 資 産

の れ ん

そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

2,746,615

8,768,679

758,532

2,826,333

7,694

274,131

△8,716

12,298,956

10,540,216

3,013,873

7,253,716

272,627

280,840

99,917

180,923

1,477,899

794,803

789,530

△106,433

支 払 手 形 及 び 買 掛 金 6,346,301

短 期 借 入 金 4,100,000

１年内償還予定の社債 7,200

１年内返済予定の長期借入金 30,000

未 払 法 人 税 等 293,619

賞 与 引 当 金 218,073

そ の 他 901,704

固 定 負 債 2,216,319

社 債 14,000

長 期 借 入 金 9,984

退 職 給 付 に 係 る 負 債 1,906,609

役 員 退 職 慰 労 引 当 金 204,300

そ の 他 81,425

負 債 合 計 14,113,217

（純 資 産 の 部）

株 主 資 本 13,567,451

資 本 金 1,073,200

資 本 剰 余 金 951,153

利 益 剰 余 金 11,783,489

自 己 株 式 △240,391

その他の包括利益累計額 △8,442

その他有価証券評価差額金 38,822

退職給付に係る調整累計額 △47,264

純 資 産 合 計 13,559,008

資 産 合 計 27,672,226 負 債 ・ 純 資 産 合 計 27,672,226

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 損 益 計 算 書

（2022年４月１日から
2023年３月31日まで）

(単位：千円)

科 目 金 額

売 上 高 35,706,569

売 上 原 価 30,207,145

売 上 総 利 益 5,499,423

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 4,429,625

営 業 利 益 1,069,798

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 3,675

そ の 他 13,124 16,800

営 業 外 費 用

支 払 利 息
10,940 10,940

経 常 利 益 1,075,659

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 502,011

そ の 他 15,920 517,931

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 13,370

固 定 資 産 売 却 損 288

子 会 社 整 理 損 69,866

減 損 損 失 110,690

貸 倒 損 失 48,600

訴 訟 和 解 金 11,000 253,816

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 1,339,774

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 488,481

法 人 税 等 調 整 額 △124,770 363,710

当 期 純 利 益 976,063

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 976,063

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結株主資本等変動計算書

（2022年４月１日から

2023年３月31日まで）
(単位：千円)

株 主 資 本

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計

当期首残高 1,073,200 951,153 11,022,061 △268,227 12,778,186

連結会計年度中の変動額

剰余金の配当 △211,128 △211,128

親会社株主に帰属する
当期純利益

976,063 976,063

自己株式の取得 △70 △70

自己株式の処分 △3,506 27,906 24,399

株主資本以外の項目の
連結会計年度中の
変動額(純額)

－

連結会計年度中の
変動額合計

－ － 761,427 27,836 789,264

当期末残高 1,073,200 951,153 11,783,489 △240,391 13,567,451

その他の包括利益累計額

純 資 産
合 計

そ の 他
有 価 証 券
評価差額金

退 職 給 付
に 係 る
調整累計額

そ の 他 の
包 括 利 益
累計額合計

当期首残高 29,302 △65,450 △36,147 12,742,039

連結会計年度中の変動額

剰余金の配当 △211,128

親会社株主に帰属する
当期純利益

976,063

自己株式の取得 △70

自己株式の処分 24,399

株主資本以外の項目の
連結会計年度中の
変動額(純額)

9,520 18,185 27,705 27,705

連結会計年度中の
変動額合計

9,520 18,185 27,705 816,969

当期末残高 38,822 △47,264 △8,442 13,559,008

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結注記表

１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記

(1) 連結の範囲に関する事項

① 連結子会社の状況

イ．連結子会社の数 １社

ロ．連結子会社の名称 株式会社カワツウ

② 非連結子会社の状況

イ．主要な非連結子会社の名称 八汐電気株式会社

株式会社三永興産

ロ．連結の範囲から除いた理由 非連結子会社は小規模であり、総資産、

売上高、当期純損益（持分に見合う額）

及び利益剰余金（持分に見合う額）等

は、連結計算書類に重要な影響を及ぼし

ていないため、連結の範囲から除外して

おります。

前連結会計年度において非連結子会社で

あった株式会社木村電気工業は、当連結

会計年度において清算を結了しておりま

す。

(2) 持分法の適用に関する事項

持分法を適用しない非連結子会社の名称等

イ．主要な非連結子会社の名称 八汐電気株式会社

株式会社三永興産

ロ．持分法を適用しない理由 持分法非適用会社は、当期純損益（持分

に見合う額）及び利益剰余金（持分に見

合う額）等に及ぼす影響が軽微であり、

かつ全体としても重要性がないため、持

分法の適用範囲から除外しております。

前連結会計年度において持分法を適用し

ない非連結子会社であった株式会社木村

電気工業は、当連結会計年度において清

算を結了しております。

(3) 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。
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(4) 会計方針に関する事項

① 重要な資産の評価基準及び評価方法

イ．その他有価証券

・市場価格のない株式等以外のもの 時価法（評価差額は全部純資産直入法に

より処理し、売却原価は移動平均法によ

り算定）

・市場価格のない株式等 移動平均法による原価法

ロ．棚卸資産

・商品、製品、仕掛品、原材料 移動平均法による原価法（貸借対照表価

額は収益性の低下による簿価切り下げの

方法により算定）

・未成工事支出金 個別法による原価法（貸借対照表価額は

収益性の低下による簿価切り下げの方法

により算定）

・貯蔵品 原価法（貸借対照表価額は収益性の低下

による簿価切り下げの方法により算定）

② 重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ．有形固定資産

（リース資産を除く）

定率法によっております。

ただし、1998年４月１日以降に取得した

建物（建物附属設備を除く）並びに2016

年４月１日以降に取得した建物附属設備

及び構築物については、定額法によって

おります。

ロ．無形固定資産

（リース資産を除く）

定額法によっております。

ハ．リース資産 リース期間を耐用年数とし、残存価額を

零とする定額法によっております。

③ 重要な引当金の計上基準

イ．貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるため、一

般債権については貸倒実績率により、貸

倒懸念債権等特定の債権については個別

に回収可能性を勘案し、回収不能見込額

を計上しております。

ロ．賞与引当金 従業員の賞与支給に備えるため、賞与支

給見込額のうち当連結会計年度に負担す

べき額を計上しております。
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ハ．役員退職慰労引当金 役員の退職慰労金の支出に備えるため、

内規に基づく期末要支給額を計上してお

ります。

④ 退職給付に係る会計処理方法

退職給付に係る負債は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末

における見込額に基づき、退職給付債務を計上しております。

数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務

期間以内の一定の年数（５年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生

の翌連結会計年度から費用処理しております。

未認識数理計算上の差異については、税効果を調整の上、純資産の部における

その他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上しております。

なお、退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度までの

期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっております。

また、執行役員の退職給付に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上し

ております。

⑤ のれんの償却方法及び償却期間

のれんの償却については５年間の均等償却を行っております。

⑥ 収益及び費用の計上基準

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）及び

「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2021

年３月26日）を適用しており、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転し

た時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認

識しております。

主要な事業における主な履行義務の内容及び収益を認識する通常の時点につ

いては、「７．収益認識に関する注記 (2）収益を理解するための基礎となる情

報」に記載のとおりであります。
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２．会計上の見積りに関する注記

（1）固定資産の減損

① 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

減損損失 110,690千円

② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

イ．当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額の算出方法

減損の兆候が存在すると判定された資産グループについて、当該資産の割

引前将来キャッシュ・フローに基づき減損の要否の判定を実施しております。

減損損失を認識すべきと判定した場合は、帳簿価額を回収可能価額まで減額

し、当該減少額を減損損失として計上しています。なお、減損の要否の判定

単位は営業所単位としております。

当社は、倉庫や駐車場等の営業設備を当社戦略に合致させるよう自由に企

画設置できること、地域における金融面・求人面等の社会的信用を向上させ

ることから営業所を自社保有することを基本方針としており、現在の営業所

47か所 のうち、自社保有物件は45か所となっています。

ロ．当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額の算出に用いた主要な仮定

割引前将来キャッシュ・フローの見積りにおける主要な仮定は、営業所ご

との事業計画を基礎としており、資産グループの将来の見込損益の基礎とな

る売上高変動率、売上原価率、売上高販管費率であります。

ハ．翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響

これらの仮定は将来の不確実な経済状況の影響を受け、翌連結会計年度以

降の連結計算書類に重要な影響を与える可能性があります。

３．連結貸借対照表に関する注記

(1）有形固定資産の減価償却累計額 4,731,433千円

(2）契約資産と顧客との契約から生じた債権の金額は、「７.収益認識に関する注記

(3)当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報

①契約資産及び契約負債の残高等」に記載しております。

(3）契約負債の金額は、「７.収益認識に関する注記 (3)当該連結会計年度及び翌連

結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報 ①契約資産及び契約負債の残

高等」に記載しております。
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４．連結損益計算書に関する注記

売上高のうち、顧客との契約から生ずる収益の金額は、「７．収益認識に関する

注記 (1）顧客との契約から生じる収益を分解した情報」に記載しております。

５．連結株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 発行済株式の総数に関する事項

株 式 の 種 類
当連結会計年度

期首の株式数

当連結会計年度

増加株式数

当連結会計年度

減少株式数

当連結会計年度末

の株式数

普 通 株 式 8,832千株 -千株 -千株 8,832千株

(2) 剰余金の配当に関する事項

① 配当金支払額等

イ．2022年５月11日開催の取締役会決議による配当に関する事項

・配当金の総額 126,425千円

・１株当たり配当額 15円

・基準日 2022年３月31日

・効力発生日 2022年６月27日

ロ．2022年11月９日開催の取締役会決議による配当に関する事項

・配当金の総額 84,703千円

・１株当たり配当額 10円

・基準日 2022年９月30日

・効力発生日 2022年12月９日

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会

計年度になるもの

2023年５月12日開催の取締役会決議による配当に関する事項

・配当金の総額 169,404千円

・配当の原資 利益剰余金

・１株当たり配当額 20円

・基準日 2023年３月31日

・効力発生日 2023年６月26日
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６．金融商品に関する注記

(1) 金融商品の状況に関する事項

① 金融商品に対する取組方針

当社グループは、主に電設資材の卸売りを行うため、運転資金及び設備投資

計画に照らして、必要な資金を調達しております。また、資金調達については

資本コスト等を考慮し、原則銀行借入による方針です。

② 金融商品の内容及び当該金融商品に係るリスク

営業債権である受取手形及び売掛金並びに電子記録債権は、顧客の信用リス

クに晒されております。

投資有価証券は、業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動

リスクに晒されております。

営業債務である支払手形及び買掛金は、そのほとんどが３ヶ月以内の支払期

日であります。

短期借入金は、主に運転資金及び設備投資に係る資金調達を目的としたもの

であり、金利の変動リスクに晒されております。

③ 金融商品に係るリスク管理体制

イ．信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

当社は、営業管理規程に従い、営業債権について、管理部門における営業

管理室が主要な取引先の状況を定期的にモニタリングし、取引相手ごとに期

日及び残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期

把握や軽減を図っております。

ロ．市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理

投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状

況等を把握しております。

ハ．資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリス

ク）の管理

当社は、各部署からの報告に基づき経理部が適時に資金繰計画を作成・更

新するとともに、手許流動性の維持などにより流動性リスクを管理しており

ます。

④ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価格のほか、市場価格がない場合に

は合理的に算定された価格が含まれております。当該価格の算定においては変

動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該

価格が変動することがあります。
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(2) 金融商品の時価等に関する事項

2023年３月31日現在における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額に

ついては、次のとおりであります。市場価格のない株式等（非上場株式402,528千

円）は、次表には含めておりません。また、現金は注記を省略しており、預金、

受取手形、売掛金、電子記録債権、支払手形及び買掛金、短期借入金、未払法人

税等は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略

しております。

（単位：千円）

連結貸借対照表計上額 時 価 差 額

(1) 投資有価証券

①その他有価証券 69,347 69,347 －

資産計 69,347 69,347 －

(1) 社債(１年内償還予定

の社債を含む)
21,200 21,199 △0

(2) 長期借入金(１年内返

済予定の長期借入金

を含む)

39,984 40,042 58

負債計 61,184 61,242 58
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（3）金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に

応じて、以下の３つのレベルに分類しております。

レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場

価格により算定した時価

レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なイ

ンプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、そ

れらのインプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位

が最も低いレベルに時価を分類しております。

①時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債

（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券

その他有価証券

株式 69,347 － － 69,347

資産計 69,347 － － 69,347

②時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債

（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

社債(１年内償還予定の

社債を含む)
－ 21,199 － 21,199

長期借入金(１年内返済

予定の長期借入金を含

む)

－ 40,042 － 40,042

負債計 － 61,242 － 61,242

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明

投資有価証券

上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引さ

れているため、その時価をレベル１の時価に分類しております。
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社債

当社の発行する社債の時価は、元利金の合計額と、当該社債の残存期間及び信用

リスクを加味した利率を基に割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価

に分類しております。

長期借入金

長期借入金の時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを

加味した利率を基に割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類し

ております。

７．収益認識に関する注記

(1）顧客との契約から生じる収益を分解した情報

(単位：千円)

品種分類別売上高
合計

照明器具類 電線類 配・分電盤類 家電品類 その他

一時点で移転

される財
5,715,258 11,754,839 7,957,791 6,302,662 3,427,450 35,158,003

一定の期間にわた

り移転される財
－ － － － 548,566 548,566

顧客との契約

から生じる収益
5,715,258 11,754,839 7,957,791 6,302,662 3,976,016 35,706,569

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 5,715,258 11,754,839 7,957,791 6,302,662 3,976,016 35,706,569

(2）顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
当社グループは、電気設備資材の卸売り、弱電及び防災設備工事を主たる事業と

しております。
①電気設備資材の卸売り
電気設備資材の卸売りは、電気工事店等の顧客から注文を受けた商品をメーカ

ーや商社等から仕入を行い、販売を行っております。収益の認識は、当社の顧客
は国内のみであり、配送は自社配送を行っており出荷時から当該商品又は製品の
支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間でありますので、「収益認識に
関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、出荷時に
収益を認識しております。

取引の対価は、商品の引き渡し後、概ね１カ月以内に受領しております。一部
の顧客の取引の対価にはリベートとして相殺しなければならない変動対価が含ま
れております。
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②弱電及び防災設備工事
弱電及び防災設備工事は、顧客との契約に基づき工事を施工しておりますので、

一定の期間にわたり収益を認識する方法にて履行義務を充足し収益を認識してお
ります。なお、履行義務の充足に係る進捗率の合理的な見積りができない工事に
ついては、原価回収基準を適用しております。
取引の対価は、工事完了後、概ね２カ月以内に一括して受領しております。

(3）当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報

① 契約資産及び契約負債の残高等

(単位：千円)

当連結会計年度

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 8,273,145

顧客との契約から生じた債権（期末残高） 9,482,194

契約資産（期首残高） 43,539

契約資産（期末残高） 45,017

契約負債（期首残高） 122,754

契約負債（期末残高） 174,488

契約資産は、顧客との弱電及び防災設備工事契約について進捗度の測定に基づ

いて認識した収益にかかる未請求債権であります。契約資産は、工事完了時、又

は当該進捗度を合理的に見積ることができるようになった時点で顧客との契約か

ら生じた債権に振り替えられます。当該工事に対する対価は、契約に従い、顧客

へ請求し、概ね２カ月以内に一括して受領しております。

契約負債は、主に、顧客との商品販売に伴い発生したリベートの認識するに関

するものであります。契約負債は、売掛債権回収時に取り崩されます。

当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれ

ていた額は、7,228千円であります。

また、過去の期間に充足（又は部分的に充足）した履行義務から、当連結会計

年度に認識した収益はありません。

② 残存履行義務に配分した取引価格

当社グループにおいて、残存履行義務に配分した取引価格については、当初に

予想契約期間が１年を超える重要な取引はありません。また、顧客との契約から

生じる対価の中に、取引価格に含まれていない重要な金額はありません。

８．１株当たり情報に関する注記
(1) １株当たり純資産額 1,600円78銭

(2) １株当たり当期純利益 115円46銭
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連結計算書類に係る会計監査報告

独 立 監 査 人 の 監 査 報 告 書

2023年５月23日

田中商事株式会社

取締役会 御中

東 陽 監 査 法 人

東京事務所

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 浅 山 英 夫

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 西 村 仁 志

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、田中商事株式会社の2022年４月１日から

2023年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算
書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に準拠して、田中商事株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期
間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ

た。監査の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記
載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会
社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人
は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容

を作成し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの
整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当
監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。

連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程にお
いて、その他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相
違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤
りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合に
は、その事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計
算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない
連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成する
ことが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視す
ることにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬

による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立
場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生す
る可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理
的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスク
に対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さら
に、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではない
が、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監
査に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上
の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入
手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関し
て重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が
認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重
要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外
事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監
査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可
能性がある。

・ 連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及
び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価
する。

・ 連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分か
つ適切な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関
して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別

した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその
他の事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵
守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除
去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載

すべき利害関係はない。
以 上
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貸 借 対 照 表
（2023年３月31日現在）

(単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額

（ 資 産 の 部 ） （ 負 債 の 部 ）

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形

電 子 記 録 債 権

売 掛 金

商 品

貯 蔵 品

前 払 費 用

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

構 築 物

機 械 及 び 装 置

車 両 運 搬 具

工 具、 器 具 及 び 備 品

土 地

リ ー ス 資 産

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

長 期 貸 付 金

破 産 ・ 更 生 債 権 等

繰 延 税 金 資 産

差 入 保 証 金 ・ 敷 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

15,155,260

2,683,673

2,259,352

743,724

6,369,051

2,826,333

7,694

16,801

257,169

△8,540

12,353,350

10,359,825

2,932,423

67,425

3,682

156,888

21,785

7,091,658

28,961

57,000

178,821

1,814,704

69,347

819,128

2,281

117,033

770,814

8,796

133,735

△106,433

流 動 負 債 11,841,085

支 払 手 形 805,598

買 掛 金 5,552,954

短 期 借 入 金 4,100,000

リ ー ス 債 務 16,442

未 払 金 466,457

未 払 費 用 136,808

未 払 法 人 税 等 282,483

未 払 消 費 税 等 53,859

預 り 金 33,585

賞 与 引 当 金 208,967

そ の 他 183,928

固 定 負 債 2,069,445

リ ー ス 債 務 33,431

退 職 給 付 引 当 金 1,838,485

役 員 退 職 慰 労 引 当 金 154,300

そ の 他 43,228

負 債 合 計 13,910,530

（純 資 産 の 部）

株 主 資 本 13,559,258

資 本 金 1,073,200

資 本 剰 余 金 951,153

資 本 準 備 金 951,153

利 益 剰 余 金 11,775,296

利 益 準 備 金 125,000

そ の 他 利 益 剰 余 金 11,650,296

固定資産圧縮積立金 62,085

別 途 積 立 金 10,548,000

繰 越 利 益 剰 余 金 1,040,211

自 己 株 式 △240,391

評 価 ・ 換 算 差 額 等 38,822

その他有価証券評価差額金 38,822

純 資 産 合 計 13,598,080

資 産 合 計 27,508,611 負 債 ・ 純 資 産 合 計 27,508,611

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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損 益 計 算 書

（2022年４月１日から
2023年３月31日まで）

(単位：千円)

科 目 金 額

売 上 高 35,158,003

売 上 原 価 29,814,401

売 上 総 利 益 5,343,601

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 4,284,919

営 業 利 益 1,058,681

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 3,675

そ の 他 7,168 10,843

営 業 外 費 用

支 払 利 息 10,296 10,296

経 常 利 益 1,059,229

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 501,542

投 資 有 価 証 券 売 却 益 15,920 517,462

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 13,370

固 定 資 産 売 却 損 288

子 会 社 整 理 損 69,866

減 損 損 失 110,690

貸 倒 損 失 48,600

訴 訟 和 解 金 11,000 253,816

税 引 前 当 期 純 利 益 1,322,875

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 467,430

法 人 税 等 調 整 額 △123,130 344,299

当 期 純 利 益 978,575

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書

（2022年４月１日から
2023年３月31日まで）

(単位：千円)

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資本準備金
資本剰余金
合 計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合 計固定資産

圧縮積立金
別 途
積 立 金

繰越利益
剰 余 金

当 期 首 残 高 1,073,200 951,153 951,153 125,000 62,085 9,948,000 876,270 11,011,356

事 業 年 度 中 の 変 動 額

別 途 積 立 金 の 積 立 600,000 △600,000 －

剰 余 金 の 配 当 △211,128 △211,128

当 期 純 利 益 978,575 978,575

自 己 株 式 の 取 得

自 己 株 式 の 処 分 △3,506 △3,506

株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額(純額)

事業年度中の変動額合計 － － － － － 600,000 163,940 763,940

当 期 末 残 高 1,073,200 951,153 951,153 125,000 62,085 10,548,000 1,040,211 11,775,296

株 主 資 本 評価・換算差額等

純 資 産
合 計

自 己 株 式
株 主 資 本
合 計

そ の 他
有 価 証 券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

当 期 首 残 高 △268,227 12,767,481 29,302 29,302 12,796,783

事 業 年 度 中 の 変 動 額

別 途 積 立 金 の 積 立

剰 余 金 の 配 当 △211,128 △211,128

当 期 純 利 益 978,575 978,575

自 己 株 式 の 取 得 △70 △70 △70

自 己 株 式 の 処 分 27,906 24,399 24,399

株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額(純額)

9,520 9,520 9,520

事業年度中の変動額合計 27,836 791,776 9,520 9,520 801,296

当 期 末 残 高 △240,391 13,559,258 38,822 38,822 13,598,080

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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個別注記表

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 資産の評価基準及び評価方法

① 子会社株式 移動平均法による原価法

② その他有価証券

・市場価格のない株式等以外のもの 時価法（評価差額は全部純資産直入法によ

り処理し、売却原価は移動平均法により算

定）

③ 棚卸資産

・商品 移動平均法による原価法（貸借対照表価額

は収益性の低下による簿価切り下げの方法

により算定）

・貯蔵品 最終仕入原価法（貸借対照表価額は収益性

の低下による簿価切り下げの方法により算

定）

(2) 固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産

（リース資産を除く）

定率法によっております。ただし、1998年

４月１日以降に取得した建物（建物附属設

備を除く）並びに2016年４月１日以降に取

得した建物附属設備及び構築物については

定額法によっております。

② 無形固定資産

（リース資産を除く）

定額法によっております。

③ リース資産 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零

とする定額法によっております。

④ 長期前払費用 定額法によっております。

(3) 引当金の計上基準

① 貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるため、一般

債権については貸倒実績率により、貸倒懸

念債権等特定の債権については個別に回収

可能性を勘案し、回収不能見込額を計上し

ております。

② 賞与引当金 従業員の賞与支給に備えるため、賞与支給

見込額のうち当事業年度に負担すべき額を

計上しております。
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③ 退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年

度の末日における退職給付債務の見込額に

基づき計上しております。

数理計算上の差異は、その発生時の従業員

の平均残存勤務期間以内の一定の年数（５

年）による定額法により翌事業年度から処

理しております。

また、執行役員の退職給付に備えるため、

内規に基づく期末要支給額を計上しており

ます。

④ 役員退職慰労引当金 役員の退職慰労金の支出に備えるため、内

規に基づく期末要支給額を計上しておりま

す。

(4) 収益及び費用の計上基準

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）及び

「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2021

年３月26日）を適用しており、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転し

た時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認

識しております。

主要な事業における主な履行義務の内容及び収益を認識する通常の時点につ

いては、「７.収益認識に関する注記」に記載のとおりであります。

(5) その他計算書類作成のための基本となる事項

退職給付に係る会計処理方法 退職給付に係る未認識数理計算上の差異の

会計処理の方法は、連結計算書類における

これらの会計処理の方法と異なっておりま

す。
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２．会計上の見積りに関する注記

（1）固定資産の減損

① 当事業年度の計算書類に計上した金額

減損損失 110,690千円

② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

連結注記表「２．会計上の見積りに関する注記 （1）固定資産の減損 ②識別し

た項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報」に記載した内容と同一

であります。

３．貸借対照表に関する注記

(1) 有形固定資産の減価償却累計額 4,686,262千円

(2) 関係会社に対する金銭債権、債務は次のとおりであります。

短期金銭債権 219,048千円

短期金銭債務 46,784

４．損益計算書に関する注記

関係会社との取引高

売上高 980,494千円

仕入高 165,568

５．株主資本等変動計算書に関する注記

自己株式の数に関する事項

株 式 の 種 類
当事業年度期首

の株式数
当事業年度
増加株式数

当事業年度
減少株式数

当事業年度末
の株式数

普 通 株 式 403,643株 110株 41,996株 361,757株
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６．税効果会計に関する注記

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

退職給付引当金 562,944千円

役員退職慰労引当金 47,246

株式報酬費用 5,433

貸倒引当金 35,205

賞与引当金 63,985

未払事業税 20,054

減損会計 34,843

その他 68,458

繰延税金資産小計 838,172

評価性引当額 △22,823

繰延税金資産合計 815,348

繰延税金負債

その他有価証券評価差額金 17,133

固定資産圧縮積立金 27,401

繰延税金負債合計 44,534

繰延税金資産の純額 770,814

７．収益認識に関する注記

顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

連結注記表と同一であります。

８．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 1,605円39銭

(2) １株当たり当期純利益 115円76銭
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計算書類に係る会計監査報告

独 立 監 査 人 の 監 査 報 告 書

2023年５月23日

田中商事株式会社

取締役会 御中

東 陽 監 査 法 人

東京事務所

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 浅 山 英 夫

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 西 村 仁 志

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、田中商事株式会社の2022年４月１

日から2023年３月31日までの第62期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株
主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）につい
て監査を行った。

当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基
準に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正
に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ

た。監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載
されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立してお
り、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎
となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容

を作成し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの
整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監
査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。

計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程におい
て、その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違が
あるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの
兆候があるかどうか注意を払うことにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合に
は、その事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書

類等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計
算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること
が含まれる。

計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成すること
が適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基
づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視す
ることにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬に

よる重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場
から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可
能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見
込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスク
に対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さら
に、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、
監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に
関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上
の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手
した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して
重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認
められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な
不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意
見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に
基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性があ
る。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基
準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内
容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別

した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその
他の事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵
守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除
去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係

はない。
以 上
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監査等委員会の監査報告

監 査 報 告 書

当監査等委員会は、2022年４月１日から2023年３月31日までの第62期事業年度

における取締役の職務の執行について監査いたしました。その方法及び結果につ

き以下のとおり報告いたします。

１．監査の方法及びその内容

監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に

関する取締役会決議の内容並びに当該決議に基づき整備されている体制（内

部統制システム）について取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況

について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明すると

ともに、下記の方法で監査を実施しました。

①監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部統制

部門と連携の上、重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務

の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁

書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調

査しました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意

思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受け

ました。

②会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを

監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について

報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職

務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第

131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17（2005）

年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必

要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計

算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及

びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連

結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。
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２．監査の結果

(1) 事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正

しく示しているものと認めます。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反す

る重大な事実は認められません。

③ 内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めま

す。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役

の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果

会計監査人東陽監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果

会計監査人東陽監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2023年５月24日

田中商事株式会社 監査等委員会
常勤監査等委員 倉 田 修 至 ㊞
監 査 等 委 員 福 田 大 助 ㊞
監 査 等 委 員 川 本 典 行 ㊞

（注）監査等委員福田大助及び川本典行は、会社法第２条第15号及び第331条第６

項に規定する社外取締役であります。

以 上
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株主総会参考書類

第１号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）６名選任の件

取締役（監査等委員である取締役を除く。）全員（６名）は、本総会終結の時をもっ

て任期満了となります。つきましては、取締役（監査等委員である取締役を除く。）６

名の選任をお願いするものであります。

取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日）

略歴、当社における地位及び担当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所有する当
社の株式数

１

とり や べ つよし

鳥谷部 毅
(1969年11月13日生)

1988年３月 当社入社

37,905株

2007年６月 当社首都圏第一営業部長兼東京営業所長
2008年４月 当社営業本部長
2008年６月 当社取締役営業本部長
2011年６月 当社代表取締役社長兼営業本部長
2013年10月 当社代表取締役社長
2020年10月 当社代表取締役社長兼管理本部長
2022年４月 当社代表取締役社長

（現任）

[取締役候補者とした理由]

取締役就任後、主に営業本部長として業容の拡大を牽引した実績を有しております。代表取締役就

任後は当社グループの経営を担っており、強いリーダーシップでグループ全体を牽引してきた実績と

幅広い経験に基づく高い見識を備えている点を踏まえ、今後もその幅広い知識や経験と指導力を活か

し、経営手腕が発揮されることを期待するものです。

２
安
あ

部
べ

安
やす

生
お

(1968年10月15日生)

1987年３月 当社入社

10,001株

1999年10月 当社東北営業部長兼仙台営業所長
2003年２月 当社首都圏第二営業部長
2007年３月 当社首都圏第二営業部長兼大宮営業所長
2008年10月 当社首都圏第一営業部長兼大宮営業所長
2012年６月 当社取締役東部地区物件担当部長

兼首都圏第一営業部長兼大宮営業所長
2013年10月 当社取締役営業本部長

2017年１月 当社専務取締役営業本部長

2019年４月 当社専務取締役営業本部長兼東部エリア
事業部長

2022年４月 当社専務取締役営業本部長
（現任）

[取締役候補者とした理由]

営業部門での勤務経験を積み、取締役就任後は主に営業本部長、物件担当部長、東部エリア事業部

長を担当し、当社グループの企業価値向上に尽力していることから、今後もその幅広い知識と経験を

活かし、経営手腕が発揮されることを期待するものです。
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日）

略歴、当社における地位及び担当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所有する当
社の株式数

３
山
やま ぐち さとし

口 智
(1964年11月２日生)

1985年３月 当社入社

16,974株

2003年２月 当社東北営業部長
2006年10月 当社東北営業部長兼仙台営業所長
2007年10月 当社営業管理室次長
2008年10月 当社営業管理室長
2011年６月 当社取締役仕入部長兼営業管理部長
2020年10月 当社取締役仕入部長兼情報管理部長
2022年４月 当社取締役管理本部長兼仕入部長
2022年７月 当社常務取締役管理本部長兼仕入部長

（現任）

[取締役候補者とした理由]

営業部門、管理部門での勤務経験を積み、取締役就任後は主に管理本部長、営業管理室長、仕入部

長を担当し、当社グループの企業価値向上に尽力していることから、今後もその幅広い知識と経験を

活かし、経営手腕が発揮されることを期待するものです。

４

かす が くに とし

春 日 国 敏
(1970年１月27日生)

1994年４月 当社入社

4,872株

2004年４月 当社広報室長
2005年４月 当社経営企画室長
2008年６月 当社取締役経営企画室長
2009年６月 当社取締役管理本部長兼経理部長

兼経営企画室長
2012年６月 当社常務取締役管理本部長兼経理部長

兼経営企画課担当
2020年10月 当社取締役経営企画担当兼経理部長

兼総務部長
2022年４月 当社取締役経営企画担当兼経理部長

2023年３月 当社取締役総務部長兼経理部長兼経営企
画担当（現任）

[取締役候補者とした理由]

管理企画部門での勤務経験を積み、取締役就任後は主に管理本部長、経理部長、経営企画室長、総

務部長を担当し、当社グループの企業価値向上に尽力していることから、今後もその幅広い知識と経

験を活かし、経営手腕が発揮されることを期待するものです。

５

い とう じゅん

伊 藤 淳
(1969年９月22日生)

1991年４月 当社入社

5,172株

2006年８月 当社東海営業部長兼豊橋営業所長
2008年７月 当社東海営業部長兼浜松営業所長
2012年６月 当社取締役西部地区物件担当部長

兼東海営業部長兼浜松営業所長
2013年10月 当社取締役西日本物件担当部長

兼東海営業部長
2016年４月 当社取締役中央地域物件担当部長

兼首都圏中央第一営業部長
2017年４月 当社取締役東京第一営業部長
2019年４月 当社取締役営業副本部長兼西部エリア

事業部長
2023年４月 当社取締役営業副本部長兼西部エリア

事業部長兼東海営業部長（現任）

[取締役候補者とした理由]

営業部門での勤務経験を積み、当社取締役就任後は主に営業部長、物件担当部長を担当し、当社グ

ループの企業価値向上に尽力していることから、今後もその幅広い知識と経験を活かし、経営手腕が

発揮されることを期待するものです。
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日）

略歴、当社における地位及び担当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所有する当
社の株式数

６

たま き おさむ

玉 木 修
(1973年３月22日生)

1995年４月 当社入社

5,072株

2007年５月 当社首都圏第五営業部長兼城東営業所長
2008年４月 当社首都圏第一営業部長兼東京営業所長
2010年９月 当社東京中央営業部長兼東京営業所長
2012年６月 当社取締役中央地区物件担当部長

兼東京中央営業部長兼東京営業所長
2013年10月 当社取締役東日本物件担当部長

兼東京中央営業部長
2016年４月 当社取締役西部地域物件担当部長

兼東海営業部長
2017年４月 当社取締役東海営業部長
2019年４月 当社取締役クリエイション事業部長

（現任）

[取締役候補者とした理由]

営業部門での勤務経験を積み、当社取締役就任後は主に営業部長、物件担当部長を担当し、当社グ

ループの企業価値向上に尽力していることから、今後もその幅広い知識と経験を活かし、経営手腕が

発揮されることを期待するものです。

（注）１．各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
２．当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で
締結しており、当該保険契約の被保険者は当社の取締役（監査等委員である取締役を含む。）、
執行役員及び子会社の社長であります。被保険者が会社の役員としての業務につき行った行為
（不作為を含む。）に起因して損害賠償請求がなされたことにより、被保険者が被る損害賠償金
や争訟費用等を補償することとされております。ただし、贈収賄などの犯罪行為や意図的に違
法行為を行った役員自身の損害等は補償対象外とすることにより、役員等の職務の執行の適正
性が損なわれないように措置を講じております。すべての被保険者について、その保険料のう
ち約８％を負担しております。

なお、各候補者が取締役に就任した場合は、当該保険契約の被保険者となり、2024年３月に
当該保険契約を更新する予定であります。
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第２号議案 退職慰労金制度廃止に伴う退職慰労金打ち切り支給の件

当社は、2022年７月22日開催の取締役会において、役員報酬制度の見直しの一環と

して、2022年３月31日をもって監査等委員である取締役を除く取締役に対する役員退

職慰労金制度を廃止することを決議いたしました。

これに伴い、現在、在任中の取締役６名に対し、退職慰労金制度廃止までの在任期

間の労に報いるため、当社所定の基準に従い相当額の範囲内において、退職慰労金を

打ち切り支給いたしたいと存じます。

また、支給の時期につきましては、各取締役の退任時とし、その具体的な金額、方

法等につきましては、取締役会にご一任いただきたいと存じます。

なお、退職慰労金については、取締役として当社経営に対し適切に関与し、業務遂

行に尽力したため贈呈するものであり、その金額は当社の役員退職慰労金規程に基づ

き算定し支給するものであるため、相当であると判断しております。

打ち切り支給予定の対象となる取締役の略歴は、次のとおりであります。

氏 名 略 歴

とり や べ つよし

鳥谷部 毅
2008年６月 当社取締役営業本部長

2022年４月 当社代表取締役社長
（現任）

安
あ

部
べ

安
やす

生
お

2012年６月 当社取締役東部地区物件担当部長
兼首都圏第一営業部長兼大宮営業所長

2022年４月 当社専務取締役営業本部長
（現任）

山
やま ぐち さとし

口 智

2011年６月 当社取締役仕入部長兼営業管理部長

2022年７月 当社常務取締役管理本部長兼仕入部長
（現任）

かす が くに とし

春 日 国 敏

2008年６月 当社取締役経営企画室長

2023年３月 当社取締役総務部長兼経理部長兼経営企画担当
（現任）

い とう じゅん

伊 藤 淳

2012年６月 当社取締役西部地区物件担当部長
兼東海営業部長兼浜松営業所長

2023年４月 当社取締役営業副本部長兼西部エリア
事業部長兼東海営業部長
（現任）

たま き おさむ

玉 木 修

2012年６月 当社取締役中央地区物件担当部長
兼東京中央営業部長兼東京営業所長

2019年４月 当社取締役クリエイション事業部長
（現任）

以上
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第62回定時株主総会会場ご案内図

会場…東京都品川区南大井三丁目２番２号

当本社 ７階 多目的ホール

TEL（03）3765－5211（大代表）

◎京浜急行線 大森海岸駅 徒歩（品川寄り）５分

◎JR京浜東北線 大森駅 徒歩10分

ご利用駅より点線に沿ってご来社ください。
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